
「
二
十
四
孝
」
朱
寿
昌

の
刺
血
写
経

1

事
実
と
虚
構

続

1

坪

井

直

子

1

〔抄

録
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宋
の
朱
寿
昌
は
、
幼
い
こ
ろ
に
離
れ
ば
な
れ
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
母
に
会

う
た
め
に
、
官
位
を
棄
て
家
族
と
も
別
れ
て
母
親
を
捜
す
。
朱
寿
昌
は
刺
血

写
経
を
も
し
て
再
会
を
祈
願
す
る
が
、
そ
の
甲
斐
あ

っ
て
五
十
年
ぶ
り
の
対

面
を
実
現
さ
せ
た
。
こ
の
話
は
、
日
本
で
は
御
伽
草
子

『二
十
四
孝
』
に
載

せ
ら
れ
て
い
る
。
御
伽
草
子
は

『全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
を
基
に
す
る
と
さ

れ
る
が
、
『全
相
二
十
四
孝
詩
選
』

に
は
刺
血
写
経

の
記
述
は
な
い
。
御
伽

草
子
が
刺
血
写
経

の
記
述
を
入
れ
た
理
由
に
は
何
が
考
え
ら
れ
る
の
だ
ろ
う

か
。
平
野
顕
照
氏

の
研
究
に
よ

っ
て
、
中
国
で
の
刺
血
写
経
の
初
見
は
梵
網

経
に
あ
り
、
そ
れ
が
実
際
に
行
わ
れ
た
証
拠
と
し
て
敦
煌
文
書

の
中
に
血
で

書
写
し
た
金
剛
般
若
経
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
刺
血

写
経
が
中
国
の
文
学
に
表
れ
日
本
に
も
投
影
し
て
い
た
こ
と
は
、
嘗

て
黒
田

彰
先
生
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
、
御
伽
草
子
の
刺
血
写
経
の
記
述
を
、

受
容

の
問
題
と
併
せ
て
考
察
し
、
そ
の
記
述
に
隠
れ
た
二
十
四
孝

の
姿
勢
を

考
え
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

開
二
十
四
孝
、
朱
寿
昌
、
刺
血
写
経

二
十
四
孝
は
、
様
々
な
時
代

の
孝
子
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
下
限
は
宋

代

の
孝
子
で
あ
る
朱
寿
昌
と
黄
山
谷

で
あ
る
。
二
人
は
、
宋
の
大
詩
人
蘇
東
坡
と

そ
れ
ぞ
れ
友
人
関
係
、
師
弟
関
係
に
あ
り
、
蘇
東
坡
は
、
二
人
が
孝
子
で
あ
る
こ

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

第
三
一
号

(二
〇
〇
三
年
三
月
)

と
を
賞
賛
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
二
人
が
二
十
四
孝
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ

と
に
な

っ
た
理
由
の

一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
、
二
十
四
孝
に
は
二
人
の
孝
行
が
記

述
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
二
人
の
孝
行
は
、
事
実
か
虚
構
か
と

い
う
観
点
か

ら
み
る
と
、
対
照
を
な
し
て
い
る
。
先
に
二
十
四
孝
の
黄
山
谷
の
孝
行
に
つ
い
て

　
　

　

検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
黄
山
谷
の
母
親

の
搦
器

(便
器
)
を
滌
う
と

い
う
孝

行
は
、
事
実
に
み
え
て
虚
構
で
あ
り
、
黄
山
谷
が
孝
子
で
あ
る
こ
と
の
譬
え
と
し
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「二
十
四
孝
」
朱
寿
昌
の
刺
血
写
経

(坪
井

直
子
)

て
史
記
や
漢
書
等
に
あ
る
万
石
君
の
故
事
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
も
の

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対

し
て
朱
寿
昌
の
孝
行
は
、
虚
構
に
み
え
て
事

実
で
あ
り
、
母
親
と

の
再
会
を
五
十
年

ぶ
り
に
果
た
す
と

い
っ
た
、
「事
実
は
小

説
よ
り
も
奇
な
り
」
と

い
う
諺
が
当

て
は
ま
る
展
開
と
な

っ
て
い
る
。
朱
寿
昌
の

孝
行

の
こ
と
は
、
蘇
東
坡
だ
け
で
な
く
他
の
同
時
代
人
も
言
及
し
て
い
る
当
時
大

層
話
題
に
な

っ
た
事
柄
で
、
二
十
四
孝
の
記
述
も
溯
れ
ば
そ
こ
に
帰
着
す
る
の
だ

ろ
う
が
、
二
十
四
孝

の
記
述
は
簡
潔

で
あ
り
ま
た
孝
行

の
模
範
を
示
す
と
い
う
目

的
も
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
二
十
四
孝
に
お
け
る
朱
寿
昌
の
孝
行
は
、
事
実
そ

の
ま
ま
を
記
録
し
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
本
稿

で
は
、
二
十
四
孝
の
朱
寿
昌

の
孝
行
が
、
ど
の
よ
う
に
記
述
さ
れ

て
い
る
か
を
検
討
し
、
「
二
十
四
孝
」
が
形

成
さ
れ
て
き
た
過
程

の

一
端
を
推
定

し
て
み
た
い
。

さ
て
二
十
四
孝

の
朱
寿
昌
の
孝
行
が
各
文
献
に
ど
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る

の
か
、
具
体
的
に
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
先
ず
は
日
本
の
文
献
で
あ
る
御
伽
草

子

『二
十
四
孝
』
「朱
寿
昌
」
を
上
げ

る

(渋
川
版
に
よ
る
)
。

七

歳

生
二離

母
冖

参

商

五

十

年

一
朝

相
二見

面
一

喜

気

動
二皇

天
皿

朱
寿
昌
は
、
七
さ
い
の
と
き
、
ち

・
そ

の
は

・
を
さ
り
け
り
。
さ
れ
ば
そ
の

は

・
を
よ
く
し
ら
ざ
り
け
れ
ば
、
此
こ
と
を
な
げ
き
侍
べ
れ
ど
も
、

つ
ゐ
に

あ
は
ざ
る
こ
と
五
十
ね
ん
に
お
よ
べ
り
。
あ
る
と
き
寿
昌
官
人
な
り
と

い
へ

ど
も
、
官
録
を
も
す
て
、
妻
子
を
も
す
て
、
秦
と

い
ふ
と
こ
ろ

へ
た
つ
ね
に

　

ゆ

き

け

る

と

て
、

は

・
に

あ

は

せ

て
給

へ
と

て
、

み
つ

か

ら

身

よ

り

血

を

い

だ

し

て
、

き

や

う

を

か

き

て

、

て

ん

た
う

へ
い

の
り

を

か

け

て
、

た

つ

ね

た

れ

ば

、

こ

・
ろ
ざ

し

の

ふ
か

き

ゆ

へ
に
、

つ
ゐ

に
た

つ

ね

あ

へ
る
と

な

り

。

八
四

次
に
、
御
伽
草
子
の
基
と
さ
れ
る
元
の
郭
居
敬
が
撰
し
た

『全
相
二
十
四
孝
詩
選
』

「朱
寿
昌
」
を
上
げ
る

(龍
谷
大
学
蔵

『全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
〈禿
氏
祐
祥
氏
翻

刻
、
全
国
圭
旦
房
、
昭
和
21
年
〉
に
よ
る
)。

朱

寿

昌

七

歳

生
.離
圃母
二

参

商

五

十

年

一
朝

相
二見

ア面
ヨ

喜

気

動
コ皇

天
弓

朱

寿

昌

生

.七

歳
、
父

出
ユ其

母
り、
母

子

不
二相

見
一者

五

十

年
、
寿

昌

行
」四

方
己求
け之

不
ほ已
マ、
與
レ人

言
ハ輒
チ
流
似涕
ヲ、
煕

寧
ノ

初

棄
レ
官

入
ゆ
秦
二、
与
二家

人

一訣

誓
ス、
不
陣
ハ見
げ母
.不
ユ復

還
一づ、
行

　

次
コ同

州
弓得

焉
、
劉

氏

年

七

十

余

矣
、
東

坡

有
囲詩

美
け.之
.

『全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
は
、
徳
田
進
氏
や
大
島
建
彦
氏
に
よ
れ
ば
、
『小
学
』
外

　
　

　

篇

に

よ

っ
た

と

も

の
と

み

ら

れ

る

。

次

に

『
小

学

』

六

善

行

篇

を

上

げ

る

(
宇

野

精

一
氏

『小

学

』

〈新

釈

漢
文

大
系

、

明

治
書

院

、

昭

和

40
年

〉

に

よ

る

)
。

ニ

朱

寿

昌

、

生

七

歳

、

父

守

レ
雍

。

出

二
其

母

劉

氏

一嫁

二
民

間

一。

母

子

不

二
相

知

一

者

五

十
年

、

寿

昌

行

二
四
方

一、

求

之

不

レ
已

、

飲

食

罕

御

二
酒

肉

一、

與

レ
人

言

輒

流

涕

。
煕

寧

初

、
棄

レ
官

入

レ
秦

、
與

二
家

人

一訣

、
誓

二
不

レ
見

レ
母

不

二
復

還

一、

行

次

二
同

州

一得

焉

、

劉

氏

時

年

七

十

余

矣

、

雍

守

銭

明

逸

、

以

レ
事

聞

。

詔

二

寿

昌

一、

還

就

レ
官

、

絲

レ
是

天

下
皆

知

二
其

孝

[。

寿

昌

再

為

二
郡

守

一。

致

レ
是

以

二
母

故

一
、

通

二
判

河

中

府

一、

迎

二
其

同

母

弟

妹

一
以

帰

。

居

数

歳

、

母

卒

、

涕

泣

幾

喪

レ
明

。

拊

二
其

弟

妹

一益

篤

、

為

買

二
田
宅

一、

居

レ
之

。
其

於

二
宗

族

一、

尤

尽

二
恩

意

一、

嫁

二
兄

弟

之

孤

女

二
人

一、
葬

二
其

不

レ
能

レ
葬

者

一十

余

喪

。

蓋

其

天
性

如

レ
此
。

三

つ

の
文

献

を

比

較

す

る
と

、

先

ず

は

、

徳

田

氏

や
大

島

氏

の
指

摘

通

り

、

『全



相

二
十
四
孝
詩
選
』
と

『小
学
』

(
波
線
部
)

の
記
述
が

一
致
す
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
。
但
し

『全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
傍
線
部
b
は

『小
学
』
に
は
な
く
、
こ

　

の
部
分
は
蘇
東
坡
の
詩

「朱
寿
昌
郎
中
、
少
不
母
所
在
、
刺
血
写
経
、
求
之
五
十

　
ヨ

　

年
、
去
歳
得
之
蜀
中
、
以
詩
賀
之
」
を
指
す
と
み
ら
れ
る
。
次
に
、
御
伽
草
子
傍

線
部

a
が
他

の
二

つ
の
文
献
に
は
な

い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
蘇
東
坡

の
詩
の
題
の
言
葉

「刺
血
写
経
」

(
傍
線
部

c
)
を
指
す
と
み
ら
れ
、
御
伽
草
子

　
　

　

が
五
山
周
辺
で
成
立
し
た
ら
し
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
傍
線
部
b
で
は
示
唆
さ
れ

る
だ
け
で
あ

っ
た
蘇
東
坡

の
詩
か
ら
、
御
伽
草
子
作
者
が
和
訳
し
て
本
文
に
加
え

た
の
で
あ
ろ
う
。

朱
寿
昌
が
刺
血
写
経
を
し
た
こ
と

は
、
蘇
東
坡
が
詩

の
題
と
し
て
い
る
か
ら
に

は
、
広
く
知
ら
れ
た
こ
と
で
あ

っ
た
ろ
う
し
、
後
述
す
る
が
、
そ
れ
が
事
実
に
基

づ

い
て
い
る
こ
と
は
周
知

の
こ
と
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
二
十
四
孝
関
連
の
文

献
で
刺
血
写
経
を
記
述
す
る
の
は
、
御
伽

草
子
の
ほ
か
に
、
寛
文
九

(
一
六
六
九
)

年
版

『日
記
故
事
大
全
』
三

「棄
官

尋
母
」

(「刺
血
写
榜
」
)
、
『孝
行
録
』
後
賛

三
十
八
章

「寿
昌
棄
官
」

(「刺
血
写
経
」
)
が
あ
る
の
だ
が
、
な
ぜ
刺
血
写
経
は

記
述
さ
れ
た
り
省
略
さ
れ
た
り
す
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
た
め

に
、
先
ず
は
朱
寿
昌
の
孝
行
が
他

の
文
献
で
は
ど
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
の

か
、
ま
た
朱
寿
昌
が
実
際
に
行

っ
た
刺
血
写
経
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た

の
か
推
定
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

二
朱
寿
昌
の
伝
記
は
、

『東
都
事
略
』
百
十
七
、
『宋
史
』
四
百
五
十
六
に
、
『小

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

第
三

一
号

(二
〇
〇
三
年
三
月
)

学
』
と
ほ
ぼ
同
じ
記
述
の
伝
記
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
但
し
こ
れ
ら
の
伝
記
に
は
、

『小
学
』
に
は
な
か

っ
た
刺
血
写
経

の
記
述
が
あ
り
、
『東
都
事
略
』
「以
浮
屠
法
、

灼
臂
焼
頂
刺
血
写
仏
書
」
、
『宋
史
』
「用
浮
屠
法
、
灼
背
焼
頂
刺
血
写
佛
経
」
と

あ

っ
て
、
蘇
東
坡
の

「
刺
血
写
経
」
よ
り
も
さ
ら
に
詳
し
く
、
朱
寿
昌
が
仏
教
の

法
に
頼

っ
た
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

『宋
史
』
に
は

「自
王
安
石
、
蘇

頌
、
蘇
軾
以
下
、
士
大
夫
争
為
詩
美
之
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
同
時
代

の
人
物

か
ら
賞
賛
さ
れ
た
こ
と
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
伝
記
の
記
述
を
参
考
に
、

朱
寿
昌
の
孝
行
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
朱
寿
昌

の
父
朱
巽
は
、
妾
で
あ

っ
た
朱
寿

昌
の
母
を
、
妊
娠
中
に
他
家
に
嫁
が
し
、
朱
寿
昌
が
七
歳
に
な
る
と
、
母
か
ら
離

し
て
自
分
の
家

へ
と
ひ
き
と

っ
た
。
そ
れ
か
ら
朱
寿
昌
が
行
方
の
わ
か
ら
な
く
な

っ
た
母
を
捜
し
当

て
る
ま
で
の
五
十
年
間
、
母
子
は
音
信
不
通
状
態

で
あ

っ
た
。

朱
寿
昌
は
、
仕
官
す
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
四
方
八
方
に
手
を
尽
く
し
、
仏
教

の

法
な
ど
に
も
頼

っ
て
母
を
捜
し
て
い
た
が
、
遂
に
官
職
を
捨
て
家
族
と
も
別
れ
て

母
を
捜
す
こ
と
に
専
念
し
た
結
果
、
念
願
叶

っ
て
再
会
を
果
た
し
た
。
こ
の
こ
と

は
、
皇
帝

の
賞
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
朱
寿
昌
は
元
の
官
職
に
戻
る
こ
と
を
許
さ

れ
た
が
、
し
か
し
朱
寿
昌
は
、
母
の
家
か
ら
近
い
河
中
府
の
通
判
に
望
ん
で
な

っ

た
。
朱
寿
昌
は
母
が
亡
く
な
る
ま
で
の
数
年
間
孝
行
を
し
て
、
母
が
亡
く
な

っ
た

時
に
は
失
明
せ
ん
ば
か
り
に
嘆
い
た
。
こ
の
こ
と
を
王
安
石
、
蘇
頌
、
蘇
東
坡
等

の
士
大
夫
が
争

っ
て
詩
に
詠
ん
だ
、
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
伝
記
で
は
、
刺
血
写

経
は
母
親
を
捜
す
過
程
で
の

一
つ
の
手
段
に
過
ぎ
ず
、
官
職
を
捨
て
家
族
と
別
れ

て
捜
索
に
専
念
し
た
こ
と
が
、
母
親
と
再
会
出
来
た
主
な
理
由
と
な

っ
て
い
る
。

朱
寿
昌
は
ま
た
、
同
時
代
の
士
大
夫
か
ら
孝
行
を
賞
賛
す
る
詩
を
詠
ま
れ
て
い

る
。
そ
れ
ら
の
詩
は
か
な
り

の
数
に
上

っ
た
ら
し

い
。
『宋
史
』
に
は

「
王
安
石

八
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「二
十
四
孝
」
朱
寿
昌
の
刺
血
写
経

(坪
井

直
子
)

…
…
送
朱
寿
昌
詩
三
巻
」
と
あ
る
)
。
(
『文
献
通
考
』
二
百
四
十
九
に
は

「送
朱

寿
昌
詩
三
巻
」
と
あ
る
。
「送
朱
寿
昌
詩
三
巻
」
は
現
存
し
な

い
よ
う

で
あ
る
が
、

伝
え
ら
れ
て
い
る
詩
は
、
蘇
東
坡
の
詩

の
ほ
か
に
、
王
安
石

『臨
川
先
生
文
集
』

三
十

一

「
送
河
中
通
判
朱
郎
中
迎
母
東
帰
」
、
司
馬
光

『温
国
文
正
司
馬
公
集
』

十

一

「贈
河
中
通
判
朱
郎
中
」
、
蘇
頌

『蘇
魏
公
文
集
』
三

「送
朱
郎
中
寿
昌
通

判
河
中
府
」
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と

が
出
来
る
。
次
に
王
安
石
と
司
馬
光

の
詩
を

上
げ
る

(四
部
叢
刊
に
よ
る
)
。

『臨
川
先
生
文
集
』
三
十

一

「
送
河
中
通
判
朱
郎
中
迎
母
東
帰
」

綵
衣
東
笑
上
帰
船

莢
氏
歓
娯
在
晩
年

嗟
我
白
頭
生
意
尽

看
君
今
日
更
悽
然

『温
国
文
正
司
馬
公
集
』
十

一

「贈
河
中
通
判
朱
郎
中
」

　

寿
昌
侍
郎
巽
之
子
、
襁
褓
中
母
劉
氏
被
出
、
寿
昌
長
而
訪
之
不
能
得
煕
寧
中

知
広
徳
軍
年
五
十
三
、
乃
乞
尋
醫
身
自
訪
求
得
於
同
州
、
為
民
党
氏
妻
迎
以

帰
、
奏
授
封
邑
、
寿
昌
楊
州
人
、
以
其
母
子
孫
倶
在
同
州
故
折
資
通
判
河
中

陟
岨
今
将
老

扶
牀
昔
未
行

旨
甘
無
所
展

朱
紫
不
為
栄

里
巷
伝
呼
入

比
隣
失
涕
驚

方
知
貫
金
石

何
以
易
精
誠

王
安
石
の
詩
は
母
と
の
再
会
を
祝
す

だ
け
で
あ
る
が
、
司
馬
光
は
事
情
に
通
じ
て

い
た
ら
し
く
、
詞
書
き
に
は
、
朱
寿

昌
が
五
十
三
歳

の
時
に
広
徳
軍
の
官
職
を
辞

し
て
、
庶
民

の
党
氏
に
嫁

し
て

い
た
母
を
尋
ね
あ
て
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る

(傍
線
部
d
)。
司
馬
光
は
ま
た
、
彼

の
日
記
に
も
朱
寿
昌
の
こ
と
を
記
録
し
て
い

た
ら
し

い
。
『漁
隠
叢
話
』
後
集
三
十
六
所
引

の

「司
馬
文
正
公
日
録
」
を
次
に

上
げ
る

(四
庸
全
書
に
よ
る
)。

司
馬
文
正
公
日
録
云
、
朱
寿
昌

父
任
諌
議
大
夫
、
寿
昌
母
素
微
、
生
寿
昌
歳

八
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　ロ

　

余
遣
出
之
、
因
是
不
知
所
在
、
寿
昌
既
長
求
之
、
不
得
乃
棄
官
、
尋
之
刺
血

書
懺
以
散
与
人
、
至
是
得
之
于
同
州
迎
以
帰
、
銭
子
飛
知
永
興
戦
奏
其
事
、

乞
加
旌
賞
故
召
之
、
王
介
甫
方
以
李
定
為
至
孝
、
故
送
寿
昌
赴
審
官
、
而
寿

昌
以
同
母
弟
妹
皆
在
同
州
、
乃
析
資
授
河
中
通
判

傍
線
部

e
・
f
を
見
る
と
、
先
ず
官
職
を
捨
て
て
、
そ
れ
か
ら
刺
血
写
経
し
た
こ

と
に
な
る
。
そ
し
て
ま
た
傍
線
部
f
か
ら
は
、
朱
寿
昌
の
刺
血
写
経
が
、
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ

っ
た
の
か
伺
う
こ
と
が
出
来
、
朱
寿
昌
は
、
血
で
懺
を
書
し
た
も

の
を
、
人
に
配

っ
た
の
だ
と
推
定
さ
れ
る

(
『夢
溪
筆
談
』
九
な
ど
か
ら
も
推
定

で
き
る
。)
。

司
馬
光

の
記
録
と
と
も
に
、
事
情
が
わ
か
る
も
の
と
し
て
重
要
な
文
献
が
あ
る
。

そ
れ
は
文
同
の

『丹
淵
集
』
二
十
六

「送
朱
郎
中
詩
序
」
で
あ
る
。
次
に
上
げ
る

(四
部
叢
刊
に
よ
る
)
。

煕
寧
三
年
庚
戌
三
月
癸
丑
、
同
自
蜀
還
台
宿
臨
潼
華
清
道
館
、
朱
康
叔
引
名

見
訪
、
康
叔
昔
守
間
中
以
治
祢
、
同
未
嘗
識
之
、
而
嘗
相
通
書
也
、
遇
於
此

　

尤
自
喜
、
問
其
所
以
西
行
之
因
、
康
叔
欣
然
謂
同
日
、
不
肖
不
幸
少
与
母
氏

相
失
、
及
今
五
十
年
矣
、
自
省
事
始
能
得
有
告
之
者
、
然
終
不
能
得
知
其
所

以
帰
、
逮
冠
游
宦
四
方
、
雖
身
居
于
此
而
其
心
未
始
、
輙
少
時
不
営
営
於
彼

む

期
于
母
氏
之
見
也
、
去
歳
在
広
徳

一
日
、
若
有
所
感
者
遂
解
官
、
決
欲
走
天

下
、
冀
万

一
或
遇
之
、
当
先
出
函
谷
上
雍
、
宜
有
得
道
其
迹
彷
彿
殊
可
信
、
乃

断
葷
血
食
刺
臂
鏤
板
写
副
墓
仏
書
輦
散
於
所
経
由
道
、
区
区
祈
徹
母
氏
之
聴

聞
、
至
此
累
日
、
又
言
儻
在
金
州
者
明
日
且
復
如
南
矣
、
言
罷
涕
泣
鳴
鳴
…

…
而
別
至
京
、
未
幾
聞
長
安
大
尹
銭
公
明
逸
表
康
叔
于
朝
日
、
朱
某
轟
棄
官
、

本
縣
尋
其
母
、
今
既
得
之
馮
翊
矣
、
宜
還
之
旧
秩
、
且
褒
寵
之
以
勧
激
天
下
、



当
時
士
大
夫
相
逢
遇
謹
然
駭
異
称
嘆
、
謂
非
世
之
所
有
在
昔
亦
無
幾
矣
…
…

皇
祐
の
進
士
で
あ

っ
た
文
同
は
朱
寿
昌
と
知
己
の
間
柄
で
あ

っ
た
ら
し
く
、
こ
の

文
献
に
は
、
母
親
を
捜
し
て
い
る
途
中
の
朱
寿
昌
が
、
文
同
に
語

っ
た
言
葉
が
記

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
朱
寿
昌
は
、
幼
い
こ
ろ
に
母
と
別
れ
、
そ
の
後

五
十
年
会
う
こ
と
が
な
く
、
母
の
こ
と
を
気
に
は
か
け
て
い
た
も
の
の
捜
し
出
す

事
が
出
来
ず
に
い
た
ら
し

い
。
そ
し

て
、
広
徳
に
居
た
あ
る
日
、
思
う
と
こ
ろ
あ

っ
て
遂
に
官
職
を
辞
し
、
仏
教
の
法

に
頼

っ
て
、
刺
血
写
経
し
た
も
の
を
配
り
歩

い
た
よ
う

で
あ
る

(傍
線
部

g
h
i
)
。
傍
線
部
i
を
見
て
み
よ
う
。
な
ま
ぐ
さ

も
の
を
断

っ
て
斎
戒
し
、
臂
を
刺
し

て
血
を
出
し
、
仏
書
を
写
し
た
も
の
を
板
木

に
彫

っ
て
刷
り
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
担

い
で
行
く
先
々
で
配
り
、
母
が
聞
き
及
ぶ

こ
と
を
祈

っ
た
と
あ
る
。
要
す
る
に
朱
寿
昌
は
、
尋
ね
人

の
広
告
文
を
四
方
に
配

り
歩
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

配
り
歩
い
た
か
ら
に
は
、
広
告
文
は
相
当
な
枚
数
が
必
要
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
、

血
液
は
原
文
だ
け
に
用

い
ら
れ
た
か
、
あ
る
い
は
墨
に
血
液
を
混
入
し
て
広
告
文

を
刷

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
だ
が
、
そ
れ
で
も
宣
伝
効
果
は
あ

っ

た
の
だ
ろ
う
し
、
朱
寿
昌
の
努
力
も
壮
絶
な
も
の
が
あ

っ
た
ろ
う
か
ら
、
奇
跡
的

に
み
え
る
母
と
の
再
会
も
、
当
然
の
結
果
な
の
か
も
し
れ
な

い
。
さ
て
、
こ
こ
で

注
目
し
た

い
の
は
、
刺
血
写
経
が
、
母
親
を
捜
す
単
な
る

一
つ
の
手
段
で
は
な
く

て
、
母
親
と
の
再
会
に
繋
が

っ
た
重
要
な
手
段
だ

っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
が
二
十
四
孝
や

『小
学
』
で
は
省
略
さ
れ
て
し
ま

っ
た
の
は
何
故
か
。

理
由
は

い
く

つ
か
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、

一
つ
に
は
仏
教
の
問
題
が
あ

っ

た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
『宋
史
』

や

『東
都
事
略
』

で
は
仏
教
に
頼

っ
た
こ

と
が
記
録
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
こ
と
が
事
実

で
あ

っ
た
こ
と
は
、

『丹
淵
集
』

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

第
三
一
号

(二
〇
〇
三
年
三
月
)

の
中
の
朱
寿
昌

の
言
葉

「写
副
仏
書
」
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
朱
寿
昌
は
仏
教
の

法
を
用
い
る
の
に
何
ら
抵
抗
は
無
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
抵
抗
を
覚
え
る
者
も

存
在
し
た
。
『小
学
』
が
そ
う
で
あ
る
。
『小
学
』
は
浮
屠
法
を
否
定
す
る

(五
嘉

言

「世
俗
言
二浮
屠
誑
誘

一凡
有
二喪
事

一、
無
レ不
二供
レ佛
飯

予
僧
」
な
ど
)
。
そ
の

た
め

『小
学
』
が

「刺
血
写
経
」
を
省
略
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
と
も

い
え
る
。

そ
し
て

『全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
が

『小
学
』
の
記
述
を
引
用
し
て
朱
寿
昌
の
こ

と
を
述
べ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

『小
学
』
の
仏
教
を
避
け
る
姿
勢
も

踏
襲
し
た
可
能
性
が
あ
る
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
刺
血
写
経

の
記
述
を
載
せ
な
か

っ
た

の
だ
ろ
う
。

そ
の
他
と
し
て
は

「棄
官
」
が
考
え
ら
れ
る
。
朱
寿
昌
の
こ
と
が
当
時

の
話
題

と
な

っ
た
の
は
、
奇
跡
的
な
再
会
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

一
方
で
李
定

の
服
喪
問

題
が
あ

っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。
李
定
は
新
法
党
で
あ
る
王
安
石
の
門
人
で
、
実
母

の
喪
に
服
さ
な
か

っ
た
こ
と
が
、
新
法
党
と
旧
法
党
と

の
抗
争
と
絡
み
大
問
題
と

な

っ
た
ら
し
い
。
旧
法
党
で
あ
る
蘇
東
坡
も
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
り
、

例
え
ば
先
に
上
げ
た
蘇
東
坡
の
詩

V

I
節

「西
河
郡
守
誰
復
譏
」
も
、
暗
に
李
定

　こ

を
批
判
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
『小
学
』
に
と

っ

て
重
要
な
の
は

「刺
血
写
経
」
よ
り
も

「棄
官
」
な
の
で
あ
り
、
日
記
故
事
系
二

十
四
孝

の
題
が

「棄
官
尋
母
」
と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
み
て
も
、
朱
寿
昌

の
孝
行

の
重
要
さ
が

「棄
官
」
に
あ

っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

三『小
学
』
で
は
省
略
さ
れ
た
刺
血
写
経
は
、
母
親
を
捜
す
た
め
の
有
効
な
手
段

八
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「二
十
四
孝
」
朱
寿
昌
の
刺
血
写
経

(坪
井

直
子
)

で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か

っ
た
が
、
な
ぜ
朱
寿
昌
は
こ
の
よ
う
な
手
段
を
と

っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
に
当
た

っ
て
は
、
刺
血
写
経
の
存
在
理
由
と

そ
の
実
体
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
平
野
顕
照
氏

の
こ
論
攷

「刺
血
写
経
に
つ
い
て
」

　
　

　

が
示
唆
に
富
む
。
平
野
氏
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
刺
血
写
経
の

も

っ
と
も
古

い
と
み
ら
れ
る
記
載
は

『南
史
』
七
梁
本
紀
に
あ
り
、
梁
の
武
帝
が

災
厄
か
ら
迷
れ
る
た
め
に
行

っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
刺
血

写
経
に
当
初
よ
り
、
朱
寿
昌
の
場
合
と
同
じ
く
、
祈
願
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い

た
こ
と
を
伺
わ
せ
興
味
深

い
。
こ
の
刺
血
写
経

の
根
源
を
平
野
氏
は
、
『梵
網
経
』

に
求
め
て
お
ら
れ
る
。
次
に
上
げ
る

(大
正
新
脩
大
蔵
経
二
十
四
巻
に
よ
る
)
。

四
十
八
軽
戒

第
四
十
四
番
目

若
佛
子
。
常
応

一
心
受
持
読
誦
大
乗
経
律
。
剥
皮
為
紙
刺
血
為
墨
。
以
髄
為

水
析
骨
為
筆
書
写
佛
戒
。
木
皮
殻
紙
絹
素
竹
帛
亦
応
悉
書
持
、
常
以
七
宝
無

價
香
花

一
切
雑
宝
。
為
箱
嚢
、
盛
経
律
巻
、
若
不
如
法
供
養
者
。
犯
軽
垢
罪

傍
線
部
ー
が
刺
血
写
経
に
該
当
す
る
部
分
で
、
平
野
氏
の
説
明
を
お
借
り
す
れ
ば
、

「人
体

の
皮
膚
を
料
紙
が
わ
り
と
し
、
血
を
刺
し
て
墨

の
代
用
、
脊
髄
中

の
液
を

水

の
代
用
、
骨
を
筆
の
役
に
用
だ
て

て
、
仏
の
教
を
書
写
す
べ
き
で
あ
る
」
と

い

う
意
味
に
な
る
。
平
野
氏
は
ま
た

『大
智
度
論
』
巻
十
六
も
上
げ
て
お
ら
れ
る
。

次
に
上
げ
る

(大
正
新
脩
大
蔵
経
二
十
五
巻
に
よ
る
)。

復
次
如
愛
法
梵
志
。
十
二
歳
遍
閻
浮
提
。
求
知
聖
法
而
不
能
得
。
時
世
無
仏

仏
法
亦
尽
。
有

一
婆
羅
門
言
。
我
有
聖
法

一
偈
、
若
実
愛
法
当
以
與
汝
。
答

　

11111°
実
愛
法
。
婆
羅
門
言
、
若
実
愛
法
、
当
以
汝
皮
為
紙
以
身
骨
為
筆
以
血

書
之
。
当
以
與
汝
。
即
如
其
言
破
骨
剥
皮
以
血
写
偈

如
法
応
修
行

非
法
不
応
受

八
八

今
世
亦
後
世

行
法
者
安
穏

傍
線
部
k
に
刺
血
写
経
の
記
述
が
あ
る
。
黒
田
彰
先
生
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
類
話

に

『菩
薩
本
行
経
』
下

「優
多
梨
仙
人
」
、
『集

一
切
福
徳
三
昧
経
』
中

「
最
勝
仙

　こ

人
」
が
あ
り
、
刺
血
写
経
は
ジ

ャ
ー
タ
カ
を
起
源
と
す
る
も
の
ら
し

い
。

『梵
網

経
』
は
鳩
摩
羅
十
訳
と
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
中
国
で
つ
く
ら
れ
た
偽
経
と

す
る
説
が
大
勢
を
占
め
て
い
て
、
『梵
網
経
』
の
記
述
は
、
ジ
ャ
ー
タ
カ
を
基
に

作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
高

い
。
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、
『梵
網
経
』

の
次
の

記
述
で
あ
る
。

爾
時
釈
迦
牟
尼
佛
。
初
坐
菩
提
樹
下
、
成
無
上
覚
、
初
結
菩
薩
波
羅
提
木
叉
、

孝
順
父
母
師
僧
三
宝
、
孝
順
至
道
之
法
、
孝
名
為
戒
、
亦
名
制
止
。
佛
即
口

放
無
量
光
明
。
是
時
百
萬
億
大
衆
諸
菩
薩
、
十
八
梵
天
六
欲
天
子
十
六
大
国

王
。
合
掌
致
心
、
聴
佛
誦

一
切
佛
大
乗
戒
。

傍
線
部
1
で
は
、
中
国
の
伝
統
的
な
思
想

「孝
」
と
仏
教
の
思
想

「戒
」
が
結
び

つ
い
て
、
遵
守
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

結
び

つ
き
が
後
代
の
思
想
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
は
、
道
端
良
秀
氏

の
研

な
　

究
に
詳
し
い
の
で
、
そ
れ
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
、
こ
こ
で
は
仏
典
に

「孝
」
が

ジ
ャ
ー
タ
カ
を
利
用
し
て
説
か
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
を
考
え
て
み
た
い
。

『梵
網
経
』
の
注
釈
書
に
は
、
ジ

ャ
ー
タ
カ
な
ど
の
説
話
が
し
ば
し
ば
引
用
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
中
に
、
「
二
十
四
孝
」

の
孝
子
譚
を
想
起
さ
せ
る
話
が

見
受
け
ら
れ
る
。
そ
れ
は
不
瞻
病
苦
戒
に
例
示
さ
れ
る
こ
と
が
多

い

「毘
舎
母
」

　
　

　

「如
月
上
女
」

で
、
孝
行
録
系
二
十
四
孝
の

「劉
明
達
」
「王
武
子
」
が
各

々
そ
れ

ら
に
当
た
る
。
次
に
上
げ
る

(ジ

ャ
ー
タ
カ
は
、
大
正
新
脩
大
蔵
経
四
十
巻
所
収

『梵
網
経
菩
薩
戒
本
疏
』
五

「
不
瞻
病
苦
戒
九
」
に
よ
り
、
孝
行
録
系
二
十
四
孝



は

『孝
行
録
』
南
葵
文
庫
本
翻
刻
に
よ
る
)。

「不
瞻
病
苦
戒
第
九
」

如
月
上
女
割
乳
房
以
済
産
婦
。
如
昆
舎
母
割
肱
肉
以
供
病
比
丘
等
。

「劉
明
達
」

劉
明
達
天
性
大
孝
、
共
妻
奉
母
、
時
歳
大
荒
、
推
車
載
母
、
逞
河
陽
、
在
路

子
侵
母
食
、
遂
売
其
子
、
妻
遂
割

一
乳
、
与
其
子
、
相
与
、
成
其
孝

「王
武
子
」

　

王
武
子
河
南
人
也
、
官
遊
未
回
、
其
妻
至
孝
、
姑
病
危
、
婦
遂
黙
祷
、
割
股

　

　

,
.
.
.

与
姑
食
之
、
其
病
即
痊
、
国
家

知
之
、
遂
与
母
妻
封
爵

共
通
点
を
簡
単
に
示
せ
ば
、
如
月
上
女
は
、
乳
房
を
産
婦
に
与
え
る
が
、
劉
明
達

の
母
も
売
ら
れ
て
い
く
我
が
子
に
乳
房
を
与
え
る
。
ま
た
毘
舎
母
は
、
病
気
の
僧

を
助
け
る
た
め
に
自
分
の
股
の
肉
を
割
い
て
食
わ
せ
る
の
だ
が
、
王
武
子
も
、
病

気

の
母
の
た
め
に
同
じ
行
為
を
す
る
。
こ
れ
ら
の
共
通
点
は
決
し
て
偶
然
に
生
ま

れ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
二
十
四
孝
の
中
に
は
、
ジ
ャ
ー
タ
カ

　む

を
基
と
す
る
剣
子

(鄰
子
、
啖
子
と
も
)
の
話
が
あ
り
、
道
端
氏
は
二
十
四
孝
を
、

　　
　

「佛
教
徒
の
て
に
な

っ
た
も
の
」
、
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
偽
経
で
あ
る
父
母

恩
重
経
の
最
古
本
で
あ
る
丁
蘭
本
に
は
、
剣
子
と
並
ん
で
中
国

の
孝
子
で
あ
る
丁

蘭

・
郭
巨

・
董
黯
が
載
せ
ら
れ
て
い
て
、
仏
家
が
中
国
の
説
話
を
取
り
込
ん
だ
こ

と
は
明
瞭
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
ジ

ャ
ー
タ
カ
と
中
国
の
説
話
が
結
び
つ
い
た
と

し
て
も
不
思
議
は
な
く
、
仏
家
は
、
布
教
の
た
め
に
、
仏
教
本
来

の
説
話
と
中
国

の
説
話
を
折
衷
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

朱
寿
昌
の
刺
血
写
経
も
、
仏
家
が
仏
教
を
中
国
に
迎
合
す
る
よ
う
に
勤
め
布
教

し
た
、
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
だ
ろ
う
。
本
来
、
刺
血
写
経
は
、
親
の
追
善

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

第
三
一
号

(二
〇
〇
三
年
三
月
)

供
養
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
次
に

『鐔
津

文
集
』
三

「輔
教
編
下
」
広
孝
章
第
六
を
上
げ
る

(大
正
新
脩
大
蔵
経
五
十
二
巻

に
よ
る
)。

元
徳
秀
。
唐
之
賢
人
也
。
喪
其
母
哀
甚
。
不
能
自
効
。
刺
肌
瀝
血
。
絵
佛
之

像
。
書
佛
之
経
。
而
史
氏
称
之
。
李
観
唐
之
聞
人
也
。
居
父
之
憂
。
刺
血
写

金
剛
般
若
。
布
諸
其
人
。
以
資
其
父
之
冥
。
遽
有
奇
香
発
其
舎
。
郁
然
連
日
。

及
之
其
隣
。

傍
線
部

m
を
み
る
と
、
母
の
喪

の
た
め
の
刺
血
写
経
に
よ
っ
て
良

い
香
り
が
漂

っ

た
と

い
う
奇
瑞
が
起

っ
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た

『法
苑
珠
林
』
十
八
敬
法
篇

の
感

応
縁

(大
正
新
脩
大
蔵
経
五
十
三
巻
に
よ
る
)
に
は

唐
前
大
理
司
直
河
内
司
馬
喬
卿
。
天
性
純
謹
有
志
行
。
到
永
徽
中
為
楊
州
戸

　

曹
。
丁
母
憂
居
喪
毀
瘠
。
刺
心
上
血
写
金
剛
般
若
経

一
巻
。
未
幾
於
廬
上
生

芝
草
二
茎
。
経
九
日
長
尺
有
八
寸
。
緑
茎
朱
蓋
日
瀝
汁

一
升
。
傍
人
食
之
味

甘
如
蜜
。
去
而
復
生
。
如
此
数
四
。
喬
卿
同
僚
数
人
。
並
向
余
令
陳
説
。
天

下
士
人
多
共
知
之

と
あ

っ
て
、
墓
所
の
上
に
蜜

の
よ
う
な
甘

い
汁
が
滴
る
草
が
生
え
る
と
い
っ
た
恩

恵

(傍
線
部

n
)
を
受
け
た
例
も
あ
る
の
を
み
る
と
、
単
に
供
養
と
い
う
だ
け
で

な
く
呪
術
と
し
て
の
側
面
も
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
側
面
が
発
展
し
て
、
民

間
に
根
付

い
て
い
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
、
朱
寿
昌
は
、
そ
れ
に
頼

っ
た
の
だ
ろ

う
。
但
し
朱
寿
昌
の
こ
と
を
書

い
た
文
献
か
ら
は
、
朱
寿
昌
が
特
に
熱
心
な
仏
教

徒
で
あ

っ
た
と
は
思
わ
れ
ず
、
朱
寿
昌
の
刺
血
写
経
は
、
純
粋
な
仏
教
信
仰
で
は

な
く
、
仏
教
の
底
辺
を
支
え
る
民
間
信
仰
に
属
す
る
も
の
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

八
九



「二
十
四
孝
」
朱
寿
昌
の
刺
血
写
経

(坪
井

直
子
)

四『源
平
盛
衰
記
』
八
の
蘇
武
の
説
話
に
は
次
の
よ
う
な
部
分
が
あ
る

(
『源
平

盛
衰
記

(二
)
』
中
世
の
文
学

〈三
弥
井
書
店
、
平
成
五
年
〉
に
よ
る
)
。

蘇
武
天

二
仰
テ
歎
云
、
「春

ハ
北
来
ノ
翅
、
秋

ハ
南
往

ノ
鳥
ナ
リ
。
我
旧
里

ヲ
モ
飛
過
ラ
ン
。
心
ア
ラ
バ
言
伝
セ
ン
」
ト
云
ケ
レ
バ
、
天
道
哀
ト
ヤ
覚
シド

ケ
ン
、
二
羽
ノ
カ
リ
ガ
ネ
飛
下
、
蘇
武
ガ
前

ニ
ゾ
居
タ
リ
ケ
ル
。
武
悦
テ
指

ヲ
食
切
テ
血
ヲ
出
シ
、

一
紙

ノ
文

ヲ
書

ツ
・
雁
ノ
翅

二
結
付
タ
リ
ケ
レ
バ
、

南

ヲ
指
テ
飛
行

ヌ

蘇
武
が
雁
書
を
指

の
血
で
も

っ
て
書

い
た
と
い
う
記
述

(傍
線
部

o
)
で
あ
る
が
、

延
慶
本
、
長
門
本
、
入
坂
本
に
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
黒
田
彰
先
生
が

論
究
さ
れ
て
い
て
、
刺
血
写
経
が
中
国
だ
け
で
な
く
日
本
で
も
広
ま

っ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
ま
た
日
本
文
学
を

注
意
し

て
み
る
な
ら
ば
、

『保
元
物
語
』

下

「新
院
御
経
沈
め
の
事
」
に
崇
徳
院

が

(金
刀
本

(日
本
古
典
文
学
大
系
)
に
よ

る
)、

　

今
生
は
し
そ
ん
じ

つ
。
後
生
菩
提
の
為
に
と
て
、
御
指
の
さ
き
よ
り
血
を
あ

や
し
、
三
年
が
間
に
五
部
大
集

経
を
御
自
筆
に
あ
そ
ば
さ
れ
た
り
け
る
を
、

か

・
る
遠
嶋
に
置
奉
事
痛
し
け
れ
ば
、
鳥
羽
の
八
幡
辺
に
も
納
奉
べ
き
よ
し
、

御
室
御
所

へ
申
さ
せ
給
ふ
。
…
…
斯
て
新
院
御
写
経
事
畢
し
か
ば
、
御
前
に

積
置
せ
て
、
御
祈
誓
有
け
る
は
、
「吾
深
罪
に
行
れ
、
愁
鬱
浅
か
ら
ず
。
速

此
功
力
を
以
、
彼
科
を
救
は
ん
と
思
ふ
莫
太
の
行
業
を
、
併
三
悪
道
に
抛
籠
、

其
力
を
以
、
日
本
国
の
大
魔
縁
と
な
り
、
皇
を
取
て
民
と
な
し
、
民
を
皇
と

　

な

さ

ん

。
」

と

て

、
御

舌

の

さ
き

を

く

い
切

て
、

流

る

血
を

以

、
大

乗

経

の
奥

九
〇

に
、
御
誓
状
を
書
付
ら
る
。
「願
は
、
上
梵
天
帝
釈
、
下
堅
牢
地
神
に
至
迄
、

此
誓
約
に
合
力
し
給
や
。」
と
海
底
に
入
さ
せ
給
ひ
け
る
。

刺
血
写
経
し
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
る
し

(傍
線
部

P
q
)、

『増
鏡
』
九

「草
枕
」

に
も

(日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
る
)、

本
院
は
、
故
院

の
御
第
三
年
の
事
思
し
入
て
、
正
月
の
末

つ
か
た
よ
り
、
六

　

條
殿
の
長
講
堂
に
て
、
あ
は
れ
に
尊
く
行
な
は
せ
給
。
御
指
の
血
を
い
だ
し

て
、
御
手
つ
か
ら
、
法
華
経
な
ど
書

・
せ
給
ふ
。
僧
衆
も
十
餘
人
が
ほ
ど
召

し
お
き
て
、
懺
法
な
ど
読
ま
せ
ら
る
。
御
掟
の
思
は
ず
な
り
し
つ
ら
さ
を
も
、

思
し
知
ら
ぬ
に
は
あ
ら
ね
ど
、
そ
れ
も
さ
る
べ
き
に
こ
そ
は
あ
ら
め
と
、

い

よ
ー

御
心
を
致
し
て
、
ね
ん
ご
ろ
に
孝
し
申
さ
せ
給
さ
ま
、

い
と
あ
は
れ

也
。

と
あ

っ
て
、
後
深
草
院

(本
院
)
が
、
父
で
あ
る
御
嵯
峨
院

(故
院
)
の
た
め
に
、

刺
血
写
経
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

(傍
線
部

r
)
。

つ
ま
り
、
日
本
文
学
の
中
に
は
刺
血
写
経
を
記
述
す
る
流
れ
が
あ
り
、
御
伽
草

子
も
そ
の
中
に
あ

っ
て
、
『全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
で
は
記
述
さ
れ
な
か

っ
た
刺

血
写
経
の
記
事
を
補
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
と
す
れ
ば
、
御
伽
草

子
の
中
に
、
日
本
の
二
十
四
孝

の
姿
を
、
ほ
ん
の
少
し
で
は
あ
る
が
、
見
て
と
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

[注
](1
)
拙
稿

「「
二
十
四
孝
」
黄
山
谷
の
孝
行
に
つ
い
て
-
事
実
と
虚
構
1
」
(『京
都
語
文
』

9
、
平
成
14
年
10
月
)



(2
)
徳

田
進
氏

『孝
子
説
話
集

の
研
究
-

二
十

四
孝
を
中
心

に
ー
』

(井
上
書
房
、
昭
和

38
年
)

本
論
前
編

二
章

四
、
大
島
建
彦
氏
校
注

『御
伽
草
子
集
』

(
日
本
古
典
文
学

全
集

38
、
小
学
館
、
昭
和

49
年
)

『
二
十
四
孝
』
「
朱
寿
昌
」
頭
注

。

(
3
)

詩

の
注

釈

に

つ
い
て
は
、
小

川
環
樹

、
山

本
和
義
氏

『蘇
東

坡
詩
集

』
第

二
冊

(昭
和

59
年
、
筑
摩
書
房
)
を
参
照

さ
れ
た

い
。
な

お
参
考
ま

で
に
、
朱
寿
昌

の
こ

と

を
詠
ん
だ
蘇
東
坡

の
詩

の
全
文
を
次

に
上
げ

る

(
『東
坡
全
集
』
巻

四
に
よ
る
。

他

に

『東
坡
詩
集
註
』

二
十
な
ど

に
載
る
)
。

「朱

寿
昌
郎

中
、
少
不
母

所
在
、
刺

血
写
経
、
求

之
五
十
年

、
去
歳
得
之

蜀
中
、

以
詩
賀
之
」

嗟
君
七
歳
知
念
母
、
憐
君
壮
大
心
愈
苦

羨
君
臨
老
得
相
逢
、
喜
極
無
言
涙
如
雨

不
羨
白
衣
作
三
公
、
不
愛
白
日
昇
青
天

愛
君

五
十
著
綵
服
、
兒
啼
却
得
償
当
年

烹
龍
為
炙
玉
為
酒
、
鶴
髪
初
生
千
万
寿

金
花
詔
書
錦
作
嚢
、
白
藤
肩
輿
簾
蹙
繍

感
君
離
合
我
酸
辛
、
此
事
今
無
古
或
聞

長
陵
蝎
来
見

大
姉

、
仲
孺
豈
意
逢
将

軍

開
皇
苦
桃
空
記
面
、
建
中
天
子
終
不
見

西
河
郡
守
誰
復
譏
、
穎
谷
封
人
羞
自

薦

(4
)
徳

田
和
夫
氏

「
「
二
十

四
孝
」

誕
生
前
夜
」

『
お
伽
草
子
研
究
』

(三
弥
井
書
店
、
昭

和

63
年
)

二
篇

四
章
参
照
。

(5
)
他
に

『東
坡
志
林
』

二
に
も

「蔡
延
慶
所

生
母
亡
、
不
為
服
久
矣
、

聞
李
定
不
服

所
生
母
、
為
台
所
弾
乃
乞
追
服
」
と
あ
る
。

(6
)
平
野
顕
照
氏

「刺
血
写
経

に
つ
い
て
」

(
『書
論
』

10
、
昭
和

52
年

5
月
)

(7
)
黒

田
彰
先
生

「蘇
武
覚
書
-
中
世
史
記

の
世
界
か
ら
ー
」

『中
世
説
話

の
文
学
史
的

環
境
』

(和
泉
書
院
、
昭
和

62
年
)

H

一
1
)
。

「剥
皮
為
紙
、
刺
血
為
墨
、
以
髄
為

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

第

三

一
号

(
二
〇
〇
三
年

三
月
)

水
、
折
骨
為
筆
」

の
記
述
は
、

『大
般
涅
槃

経
』
十
四
、

『
四
十
華

厳
』
巻
四
十

の

普
賢
菩
薩

の
十
大
願
に
も
あ

る
。

(
8
)
道
端
良
秀

氏

「
五
戒
と

五
常

と
の
問

題
-
儒
教
倫
理
と
佛
教
倫

理
」

『唐
代
佛
教
史

の
研
究
』

(法
蔵
館
、

昭
和

32
年
)

三
章
六
。

(
9
)

二
十

四
孝

は
三

つ
の
系
統

に
分

か
れ
る
と
さ
れ

て
い
る
。
詳

し
く
は
黒
田
彰
先
生

「
二
十
四
孝

の
成

立
」

(
『孝

子
伝

の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
平
成

13
年
)
1
二
参
照
。

(
10
)
拙
稿

「
啖
子
探
源
-

二
十
四
孝
成

立
史

の
た
め

に
ー
」

(『愛

知
県
立
大
学
大
学
院

国
際
文
化

研
究
科
論
集
』

1
、
平
成

12
年

3
月
)

(
11
)
道
端
良
秀
氏

「
二
十
四
孝
と
仏
教

二
十
四
孝
押
座
文

に

つ
い
て
」

(
『唐
代
佛
教

史

の
研
究
』

法
蔵
館
、

昭
和

姐
年
、

二
刷
)
補
遺
。

(
つ
ぼ

い

な

お

こ

文

学

研

究

科

国

文

学

専

攻

博

士

後

期

課

程

)

(指

導

教

授

"
黒

田

彰

教

授

)

二

〇

〇

二
年

十

月

十

六

日
受

理

九

一




